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Ｑ：会議では、最初から皆が
発言していたのか？

Ａ：最初から発言していたのではない。発言しない人
に意見を出してもらうために、“決めない会議”を
行っている。出された意見は否定せずに、
自分の意見をどんどん出してもらう。

Ｑ：若者はゆるくつながることを
重視しているのか？

Ａ：実際、若者は忙しい。来れるときに
来て下さいのスタンスの方が良い。

Ｑ：若手を事業の担い手として、どうやって確保したのか？
Ａ：きらりにとって若手とは30代。私が平成14年に吉島地区に関わり始めた時から、
同級生や後輩などの若者に声を掛け、地道に誘い続けた。楽しければ若者は参加する。

また、若者の相談事に、髙橋事務局長が親身に丁寧に対応し、若者を上手に巻き込んでいった。
若者が頑張って活動していると、年配の方々も認めてくれ、

評価してくれた。

Ｑ：きらりの事務局の
スタッフの年齢構成は？

Ａ：職員として働いている常勤事務局員は、40代50代。
非常勤事務局員の平均年齢は30代。非常勤事務局員は、
本業の仕事を持ちながらきらりの活動に関わっている。
きらりの場合は、きらりで働きたい、活動したいと

申し出てくる若者がいる。その若者がきらりの活動や研修に
参加し経験を重ねると、研修生から事務局員へステップアップ
できる人材育成の仕組みがある。事務局員になると

金バッジがもらえ、
一人前として見てくれる。

Ｑ：きらりでは若者が活躍している。
栃木県では60代以降の世代が組織の中心となっている。

小形さんのような若者を組織に引っ張ってくるにはどうしたらよいか？
Ａ：どこにでも、必ず、地域づくりに関心のある若者はいる。せっかく若者が来ても、

快く受け入れない団体もあるようだが、きらりは若者が来たら歓迎する。
きらりには若者を受け入れる環境がある。

若者が来たら、先ずは先輩から声をかける。話をすることで、若者が
感じている敷居はずっと低くなる。次に来たときは何か役割を与え、

終わったら感謝の言葉を伝える。
次に会うときにはもう仲間になっている。

Ｑ：住民の地元に対する愛着を
どのように育てたのか？

Ａ：きらりを設立する際、“自分の地域を見直しましょう”
“地域の課題を洗い出しましょう”

“地域の理想像を語りましょう”という住民ワークショップを行った。
地域を見つめ直し、情報を共有した。

また、吉島は小学校の出入りが他校と比べると比較的自由である。
どこの誰々というように、顔が見える関係ができており、

人のつながりがある。

Ｑ：会議への参加のモチベーションは？
どうやって人を集めているのか？どういう内容か？

Ａ：会議は当たり前にやっている。きらりという組織にするまで３年、住民説明会を
何度も行った。また、組織化されてからも、地区の現状を知るワークショップ、計画
策定のためのワークショップなど会議の回数を重ねた。その積み重ねが今にある。

事務局の若手が会議のファシリテーター役を担うが、一人一人発言をしてもらうよう心がけ
ている。また、常勤事務局職員はあくまで説明側で、司会進行役は非常勤事務局で

いろいろな人を回しながら務めてもらい、取りまとめもしてもらう。
きらりの会議では、ほとんどの人が発言している。疑問や意見があり

そうな人には、司会進行役が話を振り、意見して
もらうように目配りしている。

Ｑ：子どもを対象にした意見交換会を
行っているというが、

それが将来的に、大人になってからの会議への参加につながっているのか？
そういったねらいで行っているのか？

Ａ：“わんぱくキッズスクール”の事業で子どもを対象にした意見交換を行っている。
この事業の当初の目的は、完全週休二日制に対応して、地域で子どもを育てようというものであった。

その中で、地域の農産業を知り、地域を学んだ。それから約20年も事業を続けていると、
そこで育った子ども達が、今大人になって吉島に戻ってきている。今までは、高校卒業後、

地域の外に出てしまうと戻ってくることが
少なかったのが、吉島に戻ってくる割合が増えている。

この事業を運営する際、子ども達の意見も引き出したいということで、
子どもを対象にワークショップを行っている。

それが結果、大人になってからの参加にもつながっている。

Ｑ：若者だけでなく、
習い事やスポーツクラブなどで

子どもも忙しい。その忙しい子ども達が
地域の行事に参加できるのか？

Ａ：子どもの参加する活動は、他の子から
うらやましがられるような活動にしている。
スポーツ少年団よりも優先してきらりの活動に

参加する子もいる。
リーダー育成に理解のある学校の先生が、
５，６年生にきらりの事業に参加するよう

促してくれる場合もある。
また、子どもの事業は、他の行事と
重ならないように関係団体で

調整会議を行う
など注意している。

Ｑ：会議に参加する人が増えて
いったというが、どうしてか？

Ａ：発言することが楽しいのだと思う。
会議の雰囲気もいいと思う。

意見交換や情報交換のための“決めない会議”でも、
自分の発言した内容が次の事業に反映されたりする。

自分の発言したことが通ると、
自己効力感が得られる。
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